
          
 

 

 

 報恩講は、宗祖である親鸞聖人の遺徳をたたえ、その恩を報ずる法要です。浄土真

宗では、最も大切にお勤まりになる法要です。今、私たちが、浄土真宗の救いのよろ

こびにあえたことも、親鸞聖人のご苦労のたまものであります。限りのないご先祖の

つながりの中に私が生きている。ご往生された方々が、阿弥陀さまのお慈悲の中で、

今ここに至ってくださっている。お念仏（南無阿弥陀仏）でつながっているのです。 

 お念仏のおこころを顕かににしてくださった親鸞聖人のご法事を、ともにお勤めさ

せていただきましょう。どうぞお参りください。 
 

期 日 11月 21日（水） 夜席(19時 30分～21時) 

    11月 22日（木） 昼席(13時 30分～15時 30分) 

             夜席(19時 30分～21時) 

    11月 23日（金・祝） 昼席(13時 30分～15時 30分) 

※雅楽入り 
 

 ご講師  松月博宣 師（糸島市 海徳寺  本願寺派布教使） 
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「
ま
ん
ま
ん
茶
房
」 

 

去
る
、
平
成
22
年
９
月
17
日
に
、

祖
母
で
あ
り
ま
す
井
上
テ
ル
子
（
前
坊

守
）
が
往
生
し
ま
し
た
。
あ
ま
り
に
も

突
然
の
こ
と
で
、
そ
の
時
は
信
じ
ら
れ

な
い
気
持
ち
で
い
た
こ
と
を
覚
え
て

い
ま
す
。
火
葬
の
時
、
住
職
に
「
私
に

お
勤
め
さ
せ
て
下
さ
い
」
と
お
願
い
し

ま
し
た
。
そ
の
時
、
そ
の
祖
母
の
姿
を

見
て
改
め
て
、
い
つ
終
わ
っ
て
も
お
か

し
く
な
い
生
死
（
い
の
ち
）
を
抱
え
て

生
き
て
い
る
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

ま
た
、
祖
母
が
「
お
寺
に
戻
っ
て
き
な

さ
い
…
」
と
私
に
無
言
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
残
し
て
下
さ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま

し
た
。
18
年
勤
め
て
い
た
会
社
を
辞

め
、
今
年
の
４
月
よ
り
法
務
員
と
し
て

勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
世
話
人
様
・
ご
門
徒
様
・
婦

人
会
様
、
皆
様
の
あ
た
た
か
い
お
言
葉

を
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
皆
様
と
と
も
に
、
御
恩
報

謝
の
思
い
を
大
切
に
し
て
、
日
々
お
念 
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導
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ろ
し
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願
い
い
た
し
ま
す
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（
井
上
法
務
員
） 

 

世話人紹介… 

今回は、中原地区と松木地区の世話人さんです 

白水(善)さん・白水(賞)さん 白水(修)さん・白水(康)さん・井上さん 

～現代語訳～ 
『…前に生まれるものは後のものを導き、後に生まれるものは前のもののあとを尋ね、果てしなく

つらなって途切れることのないようにしたいからである。それは、数限りのない迷いの人々が残ら

ず救うためである』  （『安楽集』道綽禅師） 

以
前
の
本
堂 

安
政
年
間(

一
八
五
〇
年
代)

に
現
在
地
に
移
築 

建
て
ら
れ
た
当
初
は
か
や
ぶ
き
屋
根
で
し
た 

現
在
の
本
堂 

昭
和
五
十
一
年
建
立 

建
立
当
初
の
写
真
で
す 

 

翌年(昭和 52年)の落慶法要冊子の一部 

歴代住職が記載されています 

今
現
在
の
本
堂
と
内
陣 

配布物を置いております 

ご自由にお持ち帰りください 

貸出図書を常設しております 

どうぞご利用ください 

ご自由にお寺にお参りください 
＜開閉時間＞6 時頃～18 時頃 

(冬時間は 17 時頃まで) 

 

那珂川町の浄土真宗のお寺(8 ヶ寺）が

集まって、こどもの集い(対象者:幼児～

小学生)春・夏・冬休みの年３回行って

います。どうぞご参加ください。詳し

くはお寺までお問い合わせください。 


